
一 　
　 
は
じ
め
に

　・
　

イ
タ
リ
ア
の
倫
理
銀
行
は
、
そ
の
業
務
を
通
じ

て
地
域
社
会
や
環
境
問
題
に
貢
献
す
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
取
組
み
を
行
う
銀
行
で
あ
る
。
二
〇
〇

二
年
九
月
に
同
行
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、

そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

二 　
　 
歴
史
的
経
緯

　・
　

倫
理
銀
行
が
設
立
さ
れ
る
以
前
、
イ
タ
リ
ア
で

は
Ｍ
Ａ
Ｇ
と
い
う
協
同
組
合
が
組
合
員
か
ら
資
金

を
集
め
、
そ
れ
を
社
会
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提

案
し
て
い
る
人
や
組
織
に
対
し
て
貸
し
付
け
て
い

た
。
し
か
し
、
九
○
年
代
初
め
に
法
制
度
が
変
更

さ
れ
、
広
く
一
般
か
ら
預
金
を
集
め
る
た
め
に
は
、

銀
行
と
し
て
認
可
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
九
四
年
十
二
月
に
二
十
二
の
組
織

が
銀
行
の
設
立
に
向
け
て
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
。
九
五
年
に
、
こ
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
、
銀
行
の
設
立
に
必
要
な
六
五
○
万
ユ
ー
ロ
の

出
資
金
を
集
め
る
た
め
の
協
同
組
合
に
転
換
さ
れ

た
。
そ
し
て
三
年
間
、
出
資
金
集
め
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
っ
た
後
、
一
九
九
八
年
五
月
に
倫
理
銀

行
と
し
て
設
立
さ
れ
、
翌
年
二
月
に
業
務
を
開
始

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
倫
理
銀
行
は
、
イ
タ
リ
ア
で
社
会

的
な
目
的
を
も
つ
組
織
へ
の
貸
出
を
専
門
に
行
う

初
め
て
の
、
そ
し
て
唯
一
の
銀
行
と
な
っ
た
。

三 　
　 
業
務
内
容

　・
　

倫
理
銀
行
は
、
法
律
上
は
人
民
銀
行
（B

anca

 
     

P
opolare

 
       
、
協
同
組
合
系
金
融
機
関
の
一
種
で
組

合
員
は
一
人
一
票
制
）
の
一
つ
で
あ
る
。
業
務
の

内
容
は
、
一
般
の
銀
行
と
同
じ
で
あ
り
、
預
金
の

受
入
、
貸
出
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
発
行
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
預
金
の
預
け
入
れ
は
、
組
合
員

で
な
く
て
も
可
能
だ
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

公
共
料
金
の
引
き
落
と
し
、
貸
出
は
組
合
員
向
け

に
し
か
行
っ
て
い
な
い
。

　

組
合
員
に
な
る
た
め
に
は
書
類
を
提
出
し
て
審

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
審
査
に
は
約
二
ヶ
月

か
か
る
が
、
そ
れ
に
パ
ス
す
れ
ば
一
口
五
一
・
六

四
ユ
ー
ロ
の
出
資
を
五
口
行
う
。

　

現
在
、
倫
理
銀
行
の
支
店
は
、
ミ
ラ
ノ
、
ロ
ー

マ
、
ブ
レ
シ
ャ
等
の
五
都
市
に
し
か
な
い
が
、
預

金
の
預
け
入
れ
は
、
提
携
四
○
行
か
ら
も
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
設
立
当
初
の
職
員
数
は
わ
ず
か
五

人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
約
六
○
人
の
職
員
が

業
務
を
行
っ
て
い
る
。

四 　
　 
倫
理
銀
行
の
独
自
性

　・
　

倫
理
銀
行
が
貸
出
を
行
う
分
野
は
、
①
社
会
的

協
同
、
②
国
際
的
な
協
同
、
③
環
境
、
④
文
化
と

市
民
社
会
の
四
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
示
す
と
、
①
社
会
的
な
協
同

に
は
、
障
害
を
も
つ
人
を
社
会
や
労
働
市
場
に
参

画
さ
せ
た
り
、
生
活
の
質
を
改
善
し
た
り
す
る
た

め
の
取
組
み
等
が
あ
る
。
②
国
際
的
な
協
同
に
は
、

公
正
な
貿
易
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
発
展
途
上
国
の
組

織
と
の
協
力
を
行
う
も
の
等
、
③
環
境
に
は
代
替

的
・
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
調
査
・
実

験
、
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
な
農
業
の
発
展
、
環
境
に

配
慮
し
た
交
通
手
段
等
が
含
ま
れ
る
。
④
文
化
と

市
民
社
会
に
は
、
伝
統
文
化
の
保
存
、
貧
し
い
地

域
で
の
雇
用
創
出
や
住
居
の
提
供
、
社
会
的
な
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
振
興
等
が
あ
る
。

　

倫
理
銀
行
の
貸
出
先
は
、
こ
れ
ら
の
四
分
野
で

活
動
す
る
組
織
に
限
定
さ
れ
る
。
組
織
形
態
と
し

て
は
、
協
同
組
合
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
が
中

心
で
あ
り
、
営
利
企
業
は
対
象
と
し
な
い
。

　

預
金
者
は
、
希
望
す
れ
ば
自
分
の
預
金
を
こ
れ

ら
四
つ
の
分
野
の
う
ち
、
ど
の
分
野
へ
の
融
資
に

ま
わ
す
か
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
預
金

金
利
を
上
限
か
ら
ゼ
ロ
の
間
で
選
択
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
も
し
金
利
を
ゼ
ロ
あ
る
い
は
低
め

に
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
と
、
そ
の
人
は
経
済
的

な
メ
リ
ッ
ト
を
放
棄
す
る
か
わ
り
に
、
社
会
的
な

目
的
を
も
つ
組
織
の
活
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

倫
理
銀
行
で
は
、
融
資
の
申
込
み
が
く
る
と
、

ま
ず
そ
の
組
織
に
つ
い
て
社
会
的
な
側
面
の
審
査

を
行
い
、
そ
れ
を
パ
ス
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
経

済
面
の
審
査
を
行
う
。

　

社
会
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
が
県
ご

と
に
組
織
し
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
が
審
査

を
担
当
す
る
。
各
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
性
が
あ

る
の
で
、
そ
の
地
域
の
状
況
が
わ
か
っ
て
い
る
人
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に
審
査
を
任
せ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
の
構
成
員
は
、
融
資
を
申
し
込
ん

で
き
た
組
織
に
つ
い
て
、
民
主
的
な
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
か
、
活
動
は
環
境
や
人
権
を
守
る
も
の

で
あ
る
か
、
労
働
者
の
権
利
が
保
護
さ
れ
て
い
る

か
、
経
営
の
透
明
性
が
あ
る
か
等
、
九
つ
の
試
験

的
な
基
準
に
よ
っ
て
審
査
を
行
う
。
ネ
ッ
ト
の
構

成
員
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
に
参
加
し
て
お

り
、
倫
理
銀
行
は
こ
れ
ら
の
人
々
を
対
象
に
審
査

を
行
う
た
め
の
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

　

続
く
経
済
面
で
の
審
査
は
、
倫
理
銀
行
の
審
査

部
門
が
行
う
が
、
そ
の
審
査
方
法
は
一
般
の
銀
行

と
同
様
で
あ
る
。
審
査
は
、
倫
理
銀
行
で
働
く
以

前
に
一
般
の
銀
行
で
の
審
査
経
験
を
持
つ
職
員
が

担
当
し
て
い
る
。
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

融
資
に
は
担
保
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
物

質
的
な
担
保
に
加
え
、
借
入
者
の
仕
事
に
対
す
る

意
欲
と
い
っ
た
も
の
も
審
査
の
基
準
と
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五 　
   
貸
出
の
事
例

　・
　

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
た
め
、
い
く
つ
か

の
貸
出
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
イ
タ
リ
ア
南
部
の

あ
る
小
さ
な
村
で
は
、
六
○
年
代
に
三
千
人
い
た

住
民
が
六
百
人
ま
で
減
少
し
、
中
心
部
の
三
○
％

の
家
屋
が
無
人
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
村
の
若
者

達
が
設
立
し
た
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
何
と
か

し
て
中
心
部
の
歴
史
的
地
区
を
復
元
し
、
古
き
時

代
の
伝
統
や
手
仕
事
を
復
活
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
倫

理
銀
行
か
ら
借
入
を
行
い
、
中
世
の
街
並
み
が
残

る
中
心
地
区
の
住
居
を
十
一
の
ホ
テ
ル
に
改
装
し
、

さ
ら
に
古
い
水
車
場
を
紡
績
の
作
業
場
に
転
換
し

た
。
こ
れ
ら
は
新
た
な
雇
用
を
生
ん
だ
だ
け
で
は

な
く
、
旅
行
者
に
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
観
光
の

経
験
を
提
供
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
有
機
農
業
の
さ
き
が
け
と

な
っ
た
農
業
協
同
組
合
は
、
廃
墟
と
な
っ
て
い
た

七
世
紀
の
修
道
院
を
有
機
農
産
物
生
産
セ
ン
タ
ー

に
生
ま
れ
か
わ
ら
せ
た
。
こ
こ
で
は
有
機
農
業
、

食
料
、
薬
草
に
関
す
る
研
修
活
動
や
、
公
正
な
貿

易
、
倫
理
的
な
金
融
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
周
辺
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
農
協

が
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
も
つ
く
ら
れ
た
。
倫
理

銀
行
か
ら
の
借
入
金
は
、
建
物
の
保
存
、
改
修
に

充
て
ら
れ
た
。

六 　
　 
展
開

　・
　

倫
理
銀
行
の
こ
う
し
た
業
務
内
容
に
共
感
を
も

つ
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
組
合
員
数
は
、

一
九
九
九
年
十
二
月
末
の
一
万
三
、
八
五
八
人
か

ら
二
〇
〇
〇
年
末
に
は
一
万
五
、
二
○
二
人
（
前

年
比
九
・
七
％
増
）、
二
○
○
一
年
末
に
は
一
万
七
、

三
七
二
人
（
同
十
四
・
三
％
増
）
と
増
加
し
て
い

る
。

　

預
金
残
高
も
二
〇
〇
〇
年
末
の
七
、
五
三
〇
万

ユ
ー
ロ
か
ら
二
○
○
一
年
末
に
は
一
億
二
、
三
三

○
万
ユ
ー
ロ
（
同
六
三
・
七
％
増
）、
貸
出
金
残
高

は
、
四
、
六
八
〇
万
ユ
ー
ロ
か
ら
六
、
四
一
〇
万

ユ
ー
ロ
（
同
三
七
・
〇
％
増
）
に
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
た
。
二
〇
〇
二
年
九
月
時
点
で
は
、
預
金
は
約

二
億
ユ
ー
ロ
、
貸
出
金
は
約
八
千
万
〜
九
千
万
ユ

ー
ロ
に
増
加
し
て
い
る
。

　

同
行
で
は
、
預
金
集
め
は
比
較
的
容
易
で
あ
る

と
し
て
い
る
が
、
一
方
の
貸
出
は
、
預
金
の
増
加

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

貸
出
先
の
組
織
が
効
率
性
に
欠
け
る
面
が
あ
り
、

書
類
の
準
備
等
で
審
査
に
も
時
間
が
か
か
る
こ
と
、

ま
た
、
審
査
担
当
者
数
は
増
や
す
予
定
で
あ
る
が
、

あ
ま
り
急
激
に
業
務
を
拡
大
せ
ず
、
段
階
を
踏
も

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
現
時
点
で

は
、
貸
出
に
関
し
て
一
般
の
銀
行
と
競
合
す
る
よ

う
な
状
況
に
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の

貯
貸
率
は
四
○
〜
四
五
％
程
度
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
早
々
に
七
○
％
（
流
動
性
確
保
の
た
め
定
め
ら

れ
た
上
限
）
に
引
き
上
げ
た
い
と
し
て
い
る
。
貸

出
を
除
い
た
余
裕
金
は
、
直
接
運
用
す
る
の
で
は

な
く
、
協
同
組
合
系
金
融
機
関
の
中
央
機
関
を
通

じ
て
運
用
を
行
っ
て
い
る
。
倫
理
銀
行
に
よ
れ
ば
、

同
行
の
貸
倒
比
率
が
一
％
未
満
と
低
い
こ
と
に
、

イ
タ
リ
ア
中
央
銀
行
も
一
般
の
銀
行
も
関
心
を
も

ち
始
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

倫
理
銀
行
に
類
似
す
る
取
組
み
を
行
う
銀
行
は
、

い
く
つ
か
の
国
で
も
み
ら
れ
る
。
日
本
で
は
、
一

九
八
九
年
に
市
民
バ
ン
ク
が
発
足
し
、
そ
れ
自
身

は
銀
行
で
は
な
い
が
、
信
用
組
合
と
提
携
し
て
市

民
の
事
業
に
対
す
る
融
資
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
が
活
発
化
す
る
に
つ
れ
て
、

労
働
金
庫
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
融
資
制
度
を
つ
く
る
な

ど
の
動
き
が
で
て
お
り
、
倫
理
銀
行
の
業
務
は
日

本
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
点
が
多
い
と
考
え
ら

れ
る
。

（
調
査
第
一
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